
  
 

  

  
  

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校章は、桑葉に生糸を配したものである。桑樹は、生命力が旺盛にして強靱、生糸は、純粋無垢、優美高尚の象徴である。即ち、本校の

礎が堅固であり、絶えず進展、躍動する青春を意味する。 ２016 年 8 月 24 日 No.17(8 月号)  岩手県立千厩高等学校校報(発行者 校長) 

質実剛健・文武両道 

岩手県立千厩高等学校 
URL : http://www2.iwate-ed.jp/sen-h/ 

〒029-0855 

岩手県一関市千厩町千厩字石堂 45-2 

事務室 TEL 0191-53-2091  

FAX 0191-52-3170 

平成 28 年８月 31 日発行 No17(８月号)

平成 28 年度岩手県学校農業クラブ連盟大会 大活躍!! 
・期日等：平成 28 年 6月 30（木）7月 1日（金）会場:盛農高 
・結果①：シンボルマークの部『最優秀賞』３Ｅ小野寺友美 
・結果②：スローガンの部  『優 秀 賞』３Ｅ鈴木  玲菜 

 岩手県学校農業クラブ連盟大会『最優秀賞』＆『優秀賞』 

平成 28 年第 67 回日本学校農業クラブ東北連盟大会岩手大会出場  
・東北大会期日等：平成 28年 8月 25･26 日(木･金)   会場：花巻市文化会館 
・東北大会出場③：意見発表会分野Ⅲ類『最優秀賞』    ３Ｅ菅原有希 
・東北大会出場④：プロジェクト発表分野Ⅰ類『優秀賞』３Ｅ生産技術科９名 

 

「商店街での活動を通じて、自分が生まれ育った町が好きになり、もっ

と知りたいと思うようになった」。 

 幼い頃から習う舞踊を極めようと、菅原有希さんは本校に入学し、生産

技術科生活コースで学ぶ。３年生になり、和服検定などの技術を得ただけ

でなく、地域と人に関わることの大切さを理解した。 

 平成 27 年４月、地元の新町商店街の会長から「特産品になるスイーツ

を開発してほしい」と頼まれた。「おいしくて、安定した売り上げが得られ

る、一関の新町にしかないものを開発したい」一年近く試行錯誤を繰り返

し、たどり着いたのが「桑シフォンケーキ」だった。 

 養蚕が盛んだったことから、クワの葉を丁寧にパウダーにし、メレンゲ

の混ぜ具合にもこだわった。平成 28 年３月、初めて商店街の夜市で販売。

「やわらかくておいしい」「クワの香りと健康的なところがいい」。老若男

女に大好評だった。 

 高校生がレストランを一日借り切る「ワンデーシェフ」や食の文化祭、

ひな祭りなど、食を通じ、生産技術科の仲間と菅原さんは商店街との交流

を深めた。「準備段階から参加して、町の人と接する機会が増えた。つるし

びな作りを教えてくれたお年寄りの笑顔は宝物になった。コラボレーショ

ンやＰＢＬ(project-based learning)の意味とその大切さを実感した」。 

 全国の地方都市と同じく、一関市も少子高齢化や中心街の衰退など課題

が山積すると感じている。「解決方法は簡単に見つけられない。でも、人と

人とのつながりが解決への第一歩だ」。   

 第 67 回日本学校農業クラブ東北連盟大会には、岩手県大会意見発表分

野Ⅲ類にて、『町大好き 高校生が未来の町をつくる』というテーマで最優

秀賞を受賞した菅原有希さん、そしてプロジェクト発表分野Ⅰ類にて、『エ

ディブルフラワーの栽培とシクラメンの切り花に関する研究』で優秀賞を

受賞した、農業女子プロジェクトチーム（生徒９人）が出場します。 

③ 

③ 

③ 

④ 

② ① 

切磋琢磨しあった生産技術科の生徒たちと表彰状 

古里を支え地域貢献に努力する生徒たち 

 岩手県学校農業クラブ連盟大会では、４種目（① ～④ ）で「最優秀賞」

及び「優秀賞」という上位入賞を果たしました。おめでとうございます!! 

【スローガン】 
走れ農ク ！ 馬コとともに 
未来に向かって駆け抜けろ 

①【シンボルマーク】 

② 
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①表紙 

⑤柿の道 阿部晃太（千厩高校） 

⑥メガネくもりのち雪 金野健太（千厩高校） 

【クラスＴシャツ】 

第 １ 位 

３年Ｅ組 

郷土料理伝承講習会 [食の匠に学ぶ] 
・日時等：平成 28 年 7月 12（火）調理室 
・講 師：小山 麗子さん（食の匠）>>本校ＯＧ 
・受講者：生産技術科１年生 38 人 

第１５回千厩高等学校吹奏楽部『定期演奏会』  
・日時等：平成 28 年 8月 21（日）14:30～16:00 
・会 場：一関市大東町大東ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ『室蓬ホール』 
・出 演：吹奏楽部 1～3年生 25 人,OB･OG,NS(特別出演) 

 第 12 回岩手日報高校書展 本年度も入賞多数  
・会 期：7月 29 日（金）～ 8 月 1 日（月） 
・会 場：岩手県民会館・展示室（盛岡市内丸） 
・入賞者：『秀逸賞』１人、『入選』４人 

岩手日報高校書展には２３９点の応募がありました。その中から『秀逸

賞』に①千葉麻依さん（川崎中卒）が、『入選』に②皆川純也くん（藤沢中

卒）、③小野寺沙耶さん（室根中卒）、④菅原絢音さん（千厩中卒）、⑤千葉

千愛美さん（千厩中卒）が選ばれました。おめでとうございます!! 

私が選んだ記事（岩手日報 2016/7/27）  
・作 者：千厩高校３年 三浦 快嶺さん 
・概 要：2015/8/13/11 面「時の人(きずな新聞)」を読んで 

・受 賞：第６回いっしょに読もう全国新聞コンクール『奨励賞』 

生産技術科１年生では、例年地域の農業について学ぶ取り組みをしてい

ます。本年度は地域の「食の匠」である小山麗子先生を講師としてお迎え

し、一関市千厩町の特産である栄養価の高いアマランサスを混ぜ合わせた

まんじゅう作りの講習会を開催しました。 
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④ 

⑤ 

吹奏楽部定期演奏会では、2016 年全日本吹奏楽コンクール課題曲、バ

レエ音楽「三角帽子」をはじめ、ポップス、演歌コレクション、マーチン

グ、英語の NS 特別出演など、趣向を凝らした３部構成が繰り広げられ、

音楽を心の底から楽しむことができたすばらしい演奏会となりました。 

上の記事（平成 28年 7月 27 日岩手日報)は、岩手日報社の許諾を得て転載しています。 

第１部 第２部 カップス「When I’m gone」 

ＮＳ特別出演→ 

第３部 女流演歌コレクション 第３部 Perfect Human 

第３部 FLASHING WINDS（マーチング） 

第３部 ジャパニーズグラフィティ 

定期演奏会パンフレット 


